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公立 国立 私立 合計 公立 国立 私立 合計

小学校 0% 0% 8% 0% 49% 40% 40% 49%

中学校 0% 0% 4% 1% 50% 40% 43% 49%

義務教育学校 0% ― ― 0% 60% 25% 100% 59%

高等学校 0% 0% 4% 2% 55% 43% 46% 53%

中等教育学校 0% 0% 20% 5% 58% 0% 42% 51%

特別支援学校 0% 0% 0% 0% 45% 38% 71% 45%

専修学校高等課程 0% 0% 27% 27% 25% ― 66% 65%

休校で高まる親の不安 子どもの教育・学力への影響は？ 

― 新型コロナウイルス意識調査より ― 
 

主任研究員 北村 安樹子 
 
 

 

＜多くの学校で、新学期からの教育活動が開始されていない現状＞ 

 新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、一部の小中学校や高校等では新学期から

の授業等が始まっていない状況が続いている。 

 ４月10日夜時点の状況に関する文部科学省のとりまとめによると、緊急事態宣言が

発令されていた地域ではほとんどの学校が新学期の教育活動を開始しておらず、それ

以外の地域でも、新学期を開始している学校は半数前後にとどまっている（図表１）。 

 

図表１ 学校の新学期開始状況等 
 

【緊急事態宣言地域】            【左記以外の地域】 
 

 

 

 

 

 

 

 
注 ：表中の割合は、回答があった学校全体のうち、調査時点で臨時休業を実施する予定はないとした学校の割合 

資料：文部科学省「新型コロナウイルス感染症対策に関する学校の新学期開始状況等について」2020年４月13日付公

表資料（４月10日21時30分時点の状況に関するとりまとめ）より作成 

 

＜休校経験者は９割、行事の中止・延期経験者は８割弱＞ 

当研究所では、７都府県への緊急事態宣言が発令される直前の４月３日～４日に

「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査」を実施した＊１。 

全国の20～69歳の男女1,000名を対象に行われたこの調査の結果、子どもの学校が

休みになった経験があると答えた人は、小学生から高校生までの子どもがいる人の約

９割、子どもの行事の中止・延期を経験した人は４人に３人を占めた（図表２）。新型

コロナウイルスの感染拡大が問題化した時期は、卒業式や修了式などの学校行事とと

もに、スポーツ大会や文化活動などのイベントも数多く予定されていた時期であった。

これらの行事・イベントの中止・延期は、それらを楽しみにして練習や努力を重ねて

きた多くの子どもたちの日常生活にも多大な影響を及ぼしたと考えられる。 
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図表２ 子どもの日常生活への影響 

 

 

 

 

 

 

注 ：分析対象者は小学生から高校生までの子どもと同居する131名。設問文は「新型コロナウイルスの感染拡大の

影響により以下のような経験をしたことはありますか」。 

資料：第一生命経済研究所「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査」 

 

＜子どもの休校を経験した母親のほぼすべてが「子どもの教育・学力への影響」に不安＞ 

 「休校」という異例の状況は、子どもたちだけでなく、その親にもさまざまな不安

をもたらしている。図表３のように、子どもが休校を経験したと答えた父親の７割強、

母親ではほぼ全員が「子どもの教育・学力に影響が出ること」に不安を感じている（母

親では７割超が「非常に不安」と答え、危機感がきわめて強い）。 

子どもたちがどうしたら有意義な日々を過ごせるのか、とまどいを感じながら過ご

している家族も多いと思われる。オンラインを含めて、子どもの家庭学習や授業をは

じめとする多様な取り組みが模索されるなか、子どもが主体的・自律的に学習に取り

組んだり、そのモチベーションを保つための工夫も重要になるのではないだろうか。 

 

図表３ 子どもの教育・学力に影響が出ることへの不安（性別） 

 

 

 

 

 

 

注：分析対象者は小学生から高校生までの子どもと同居する男女のうち、「子どもの学校が休みになった」と答えた

118名。 

 

（ライフデザイン研究部 きたむら あきこ） 

 

【注釈】 

*1 調査の方法や結果の概要は、当研究所発行の以下のニュースリリースを参照されたい。 

 「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査（前編）」 

  http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2020/news2004_01.pdf 

 「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査（後編）」 

  http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2020/news2004_02.pdf 


